
起
信
論
研
究
の
問
題
点

-
実
叉
難
陀
訳

の
性
格
を
め
ぐ

っ
て
-

高

崎

直

道

『
大
乗
起
信
論
』
の
成
立
に
関
し
て
は
、
最
近
は
と
く
に
目
立

つ
よ

う
な
論
争

は
な
い
が
、
問
題
は
ま
だ
最
終
的
に
解
決
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
柏
木
弘
雄
博
士
は
そ
の
近
著

『
大
乗
起
信
論

の
研
究
』
(
一
九
八

一
)
で

「
起
信
論
の
成
立
に
関
す
る
資
料
論
的
解
明
」
を
意
図
し

て
、

従
来
の
研
究
史
を
詳
細
に
検
討

・
整
理
し
た
上
で
、
真
諦

・
実
叉
難
陀

両
訳
の
本
文
比
較
研
究
や
、
外
部
形
式
と
思
想

内
容
両
面

か
ら
す

る

『起
信
論
』
自
体

へ
の
新
ら
し
い
ア
フ
ロ
ー
チ
に
よ

っ
て
、
そ
の
思
想

的
立
場
が

「
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
思
想

の
展
開
と
見
な
さ
れ
る
べ
き

(
1
)

必
然
性
を
有
す
る
こ
と
」
を
主
張
し
た
。
他
方
、
『
大
乗
起
信
論
読
釈
』

(
一
九
八
五
)
を
公
刊
さ
れ
た
竹
村
牧
男
氏
は
、
真
諦
訳

の
本
文

の
用

語
、
表
現
中
に
菩
提
流
支
や
勒
那
摩
提
の
訳
書
と
の
類
似
性
の
大
き
い

(
2
)

こ
と
に
著
目
し
て
、
流
支
訳
諸
論
に
精
力
的
に
当

っ
て
い
る
が
、
何
ら

か
の
断
定
に
は
ま
だ
至

っ
て
い
な
い
。

筆
者
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
特
に
論
考
を
公
表
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
如
来
蔵
思
想
史
研
究
の

一
環
と
し

て
、
折
に
ふ
れ
て

一
応

の
見
解
を
表
明
し
て
来
た
。

そ
の
立
揚
を
総
括

す
れ
ば
、
『
起
信
論
』

は
思
想
的
に
は
イ
ン
ド
仏
教
の
正
統
の
継
承
者
と
し
て
の
資
格
を
有
し

て
は
い
る
が
、
そ
の
痕
跡
を
イ
ン
ド
仏
教
史
上

に
留
め
て

い
な

い
故

に
、
イ
ン
ド
仏
教
史
上
で
こ
れ
を
論
ず
る
必
要
は
あ
る
ま
い
と
い
う
こ

(3
)

と
で
あ
る
。
真
諦
訳
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
訳
出
に
疑
点
の

あ
る
諸
経
論
の
う
ち
で
も
、
『
仏
性
論
』
『
無
上
依
経
』
な
ど
が
明
ら
か

に
真
諦
の
手
を
経
て
お
り
、
且

つ
、
思
想
内
容

が
真
諦
自
身
の
思
想
の

骨
肉
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
起
信
論
』
の
場
合
は
他

の
訳
書
中

に
そ
の
影
響
が
何
ら
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘

し
た
。
さ
ら
に
実
叉
難

陀
訳
に
つ
い
て
は
、
『
起
信
論
』
成
立
に
関
す
る
世
の
疑
念

を
払

う
た

め
の
再
度
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ

ュ
で
は
あ
る
ま
い
か
と
臆
測
を
述
べ
た
こ

(
5
)

と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
筆
者
の
考
え
は
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
イ
ン
ド
選
述
に
対
し
て
否
定
的
と
言
え

る
。
こ
れ
ら
従
来
の
立

起
信
論
研
究
の
問
題
点

(高

崎
)
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言
に

つ
い
て
は

一
つ
一
つ
解
決
す
る
こ
と
が
筆
者
の
責
任
で
あ
り
、
研

究
の
進
渉
上
で
も
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
今
回
は
さ
し
当

っ
て
、
実
叉

難
陀
訳
に
吟
味
を
加
え
、

そ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
成
立
問
題
の

一
端

に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
う
。

二

真
諦
訳

と
さ
れ
る
旧
訳
と
、
実
叉
難
陀
訳
と
よ
ば
れ
る
新
訳
と
い
う

両
本
の
本
文
の
比
較
対
照
は
上
述
の
よ
う
に
柏
木
博
士
に
よ
る
綿
密
な

(
6
)

成
果
が
出

て
い
る
。
今
は
そ
れ
を
利
用
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
両
訳
の

相
違
点
の
主
要
な
も
の
二
、
三
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
両

訳
の
呼
称

は
柏
木
博
士
に
な
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
P
本
、

S
本
と
す
る
。

比
較
の
視
点
及
び
方
法
と
し
て
は
、
『
起
信
論
』
の
教
理

の
背
景

と
な

っ
て
い
る
経
典
な
ど
、
文
献
上
イ
ン
ド
仏
教
の
所
産
と
し
て
紛
れ
も
な

い
も
の
を
基
準
と
し
て
、
両
訳
を
吟
味
す

る

こ
と
に
し
た
。

こ
れ
は

『
起
信
論
』
の
よ
う
に
、
漢
文
資
料
の
み
現
存
す
る
典
籍
の
場
合
、

そ

れ
だ
け
で
、
あ
る
い
は
中
国
の
註
釈
類
に
従
う
だ
け
の
本
文
批
評
で
は

恣
意
的
な
推
定
に
陥
り
や
す
く
、
絶
対
確
実
な
こ
と
は
断
言
出
来
な
い

か
ら
で
あ

る
。

さ
て

『
起
信
論
』
は

「
大
乗
」
を
衆
生
心
と
お
さ
え
、
そ
れ
を
心
真

如
と
心
生
滅
の
二
面
の
か
ら
み
合
い
で
考
察
す
る
。
心
真
如
は
不
生
不

滅
の
心
性

で
、
如
来
蔵

・
自
性
清
浄
心
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

心
生
滅
と

の
関
わ
り
で
言
え
ば
、
そ
れ
は
覚

(本
覚

・
始
覚
)
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
心
生
滅
は
、
衆
生
が
こ
の
本
来

の
あ
り
方
を
覚
ら
な
い

こ
と
に
よ

っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
虚
妄

の
状
態

(不
覚
)
で
あ
る
。
し

か
し
、
心
真
如
に
こ
の
生
滅
心
に
対
し
て
は
た

ら
き
か
け

る
力

が
あ

り
、
そ
の
力
に
よ

っ
て
衆
生
は
覚

に
達

し

(
始
覚
)
、
自
体

(本
覚
)
を

恢
復
す
る
。

こ
の
心
真
如
の
は
た
ら
き
か
け

(
蕪
習
)
に
よ
る
不
覚
か

ら
覚
に
至
る
全
過
程
、

そ
れ
が
大
乗
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
生
滅
心
は
虚
妄
で
あ
る
こ
と
、

心
真
如
が
生
滅
心
に
対

し
て
は
た
ら
き
か
け
る
力
が
あ
る
こ
と
を
説
く

の
が

『起
信
論
』
の
思

想
の
特
色
で
あ
る
が
、
そ
の
心
真
如
の
は
た
ら
き
か
け
の
背
後
に
は
、

心
真
如
に
仏
の
全
徳
性
が
具
備
さ
れ
て
い
る
と

い
う
考
え
が
あ
る
。

づ

ま
り
、
心
真
如
と
い
う
の
は
智
徳
を
具

え
た
如
来
法
身

に
ほ
か
な
ら

ず
、
そ
れ
を
衆
生
に
即
し
て
言
う
と
き
、
如
来
蔵
の
名
が
得
ら
れ
る
。

こ
れ
が
真
如
の
体
相
で
あ
る
。
こ
の
心
真
如

は
衆

生

の
う
ち

に
あ
っ

て
、
衆
生
を
覚
に
向
わ
せ
る
原
動
力
と
な

る

(
こ
れ
を
真
如
の
体
相
蕪
習

と
い
う
。
い
わ
ば
内
黒
)
だ
け
で
な
く
、
仏
の
三
身
と
し
て
、
衆
生

の
成

覚
を
た
す
け
る
は
た
ら

き
を

し
め
す

(
こ
れ
は
真
如
の
用
薫
で
あ
り
、
ま

た
不
思
議
黒
と
も
よ
ば
れ
る
。
)
、以
上
の
全
体
が
体
相
用
の
三
大
義

の
内

容
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対

し
、
生
滅
心

は
心
真
如
に
対
し
、
い

わ
ば

マ
イ
ナ
ス
の
あ
り
方
と
い
う
に
過
ぎ
ず
、

そ
の
あ
り
方
で
無
始
時

来
衆
生
を
規
制
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

三
大
の
内
容
を
構
成
し

て

い
な

い

(
如
実
空
)
。
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以
上
の

『
起
信
論
』
の
思
想
は
、

こ
れ
を
イ
ン
ド
仏
教
に
照
ら
せ
ば

如
来
蔵
思
想
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
そ
の
基
本
的
教
理

を
多
く
の
如
来
蔵
系
経
論
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
心
真
如
に

つ
い
て
は
、

一
見
し
て
そ

こ
に

『
勝
髪
経
』
『
不
増
不
減
経
』
に
そ
の

典
拠
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
上
、

そ
れ
ら
を
引
用
す
る

『
宝
性
論
』

か
ら
梵
文
を
回
収
出
来
る
。
ま
た
、

心
生
滅
に
関
し
て
は

『
娚
伽
経
』

に
出
典
が
あ
り
、

こ
れ
ま
た
梵
文
を
検
証
出
来
る
。

 

こ
う
し
て
、
論
本
中
で
逐
語
的
に
原
典
を
推
測
出
来
る
箇
所
に

つ
い

て
吟
味
し
た
結
果
、
両
訳
の
間
に
重
大
な
相
違
点
を
発
見
し
た
。

そ
れ

は
次
の
三
点
で
あ
る
。

(
一
)
 
相
大
の
義
に
関
し
て
、

(P
)
具
足
如
是
過
於
恒
沙
不
離
不
断
不
異
不
思
議
仏
法
…
…
名
為
如
来
蔵
、

亦
名
如
来
法
身
。

 

(五
七
九
上
)

(S
) 
如
是
等
過
恒
沙
数
非
同
非
異
不
思
議
仏
法
無
有
断
絶
。
…
…
名
如
来

蔵
、
亦
名
法
身
。

 

(五
八
七
中
)

(
二
)
 
真
如
自
体
相
薫
習
義
の
中
で
、

(
P
)
 
以
有
力
故
能
令
衆
生
厭
生
死
苦
楽
求
浬
繋
。

(五
七
八
中
)

(S
) 
以
此
力
故
令
諸
衆
生
厭
生
死
苦
求
浬
梨
楽
…
…
。

(五
八
六
下
)

(
三
)
 
生
滅
心
に

つ
い
て
の
水
波
の
喩

(
P
)
 
如
大
海
水
因
風
波
動
、
水
相
風
相
不
相
捨
離
、
而
水
非
動
性
。

(五
七
六
下
)

(
S
)
 
如
海
水
与
波
非

一
非
異
、
波
因
風
動
、
非
水
性
動
。

(五
八
五
中
)

こ
の
う
ち
(
一
)
と
口
は

『勝
髪
経
』
、
日
は

『
樗
伽
経
』
が
参
照
さ
れ
る
。

以
下
、
順
を
逐

っ
て
問
題
点
の
指
摘
と
論
証
を
す
す
め
よ
う
。

三

第

一
の
相
大
に
関
す
る
出
典
は

『勝
髭
経
』

の
苦
滅
諦
の
説
明
下
に

あ
る
次
の
文
に
認
め
ら
れ
る
。

「世
尊
、
過
於
恒
沙
不
離
不
脱
不
異
不
思
議
仏
法
成
就
、
説
如
来
法
身
。」

(大
一
二
、
二
二

一
下
)

こ
の
文
に
相
当
す
る

『
宝
性
論
』
梵
本
中
の
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

求
那
蹟
陀
羅
の
漢
訳
は
必
ず

し
も

一
字

一
句
対

応

し
な

い
が
、
不
離

a
d
k
s
l
f
j
l
s
s
h
s
d
,
 

不
脱
a
m
u
k
t
a
j
,
 

不
思
議

碧
ぎ
昌
鋤
が
何

れ
も
仏
法

b
a
m
u
k
t
a
j
(仏
の
諸
徳
性
)
の
形
容
句
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
知

(
1
0
)

ら
れ
る
。
た
ぼ

「
不
異
」
に
当
る
語
は
な
い
。

し
か
し
、
同
じ
箇
所
を

漢
訳

『
宝
性
論
』
も

「
不
離
不
脱
不
異
不
思
議
」
と
訳
し
て
い
る

(大

正
三
一
、
八
二
四
上
)
。

『起
信
論
』
P
本
で
は
こ
れ
に
対
し
、
「
不
脱
」

の
代
り
に

「
不
断
」

が
入

っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『勝
髪
経
』
の
如
来
蔵
染
浄

依
持
義
の
中
で
、
求
那
蹟
陀
羅
訳
が

「是
故
、
如
来
蔵
、
是
依
是
持
是
建
立
、
世
尊
、
不
離
不
断
不
脱
不
異
不
思

起
信
論
研
究
の
問
題
点

(
高

崎
)
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議
仏
法
」

(大
一
二
、
二
二
二
中
)

と
言
う
の
が
参
照
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
応
す
る
梵
文
は

『
宝
性
論
』
に

と
あ
り
、

不
断
は
b
a
m
u
k
t
a
jの訳
に
相
当
す
る

(不
異
に
当
る
語
は

な
い
。
a
s
m
s
k
r
t
t
a

は
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
)
。

さ
ら
に
菩
提
流
支
訳

『
不
増
不
減
経
』
に
も

「舎
利
仏
、
如
我
所
説
法
身
義
者
、
過
於
恒
沙
不
離
不
脱
不
断
不
異
不
思
議

仏
法
如
来
智
慧
功
徳
」

(大
一
六
、
四
六
七
上
)

と
あ
り
、

こ
れ
も

『
宝
性
論
』
の
引
用
で
見
る
と
、

(
1
1
)

と
あ
り
、

「不
断
不
異
不
思
議
」
に
当
る
句
は
な
い
。
『宝
性
論
』
の
引

用
が
経
本
文
と
全
同
と
の
保
証
は
な
い
が
、
大
た
い
の
場
合
に
お
い
て

正
確
で
あ

る
か
ら
、

こ
こ
も

「不
断
不
異
」
等
は
漢
訳
者

の
附
加
と
考

え
て
よ
い
。
し
か
も
、
漢
訳
群
で
は
、
五
世
紀
前
半
に
訳
さ
れ
た

『
勝

蜜
経
』
の
訳
が
、
六
世
紀
は
じ
め
の

『
不
増

不
減
経
』
『宝
性
論
』
に

踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従

っ
て
六
世
紀
後
半

の

『
起
信

論
』
P
本
が
同
じ
訳
語
を
利
用
し
た
と
し
て
も
別

に
お
か

し
く

は
な

い
。

と
こ
ろ
で
真
諦
は
他
の
訳
書
中
で

『
勝
量

経
』
を
引
用

す

る
場
合

は
、
例
え
ば

『
仏
性
論
』
で
、

「世
尊
、
如
来
蔵
不
空
。
過
恒
沙
数
等
不
相
離
不
捨
智
不
可
思
推
諸
仏
功
徳

故
」

(大
三
一
、
八

一
一
下
-
八
一
二
上
)

と
言
い
、
『摂
大
乗
論
釈
』
に

「如
経
言
。
世
尊
、
此
識
界
、
是
依
是
持
是
処
、
恒
相
応
及
不
相
離
不
捨
智

無
為
恒
伽
沙
等
数
諸
仏
功
徳
」

(大
三

一
、
一
五
六
下
-
一
五
七
上
)

と
あ
る
よ
う
に
、
相
応
a
s
m
s
k
r
t
t
a
、

不
相
離
a
s
m
s
k
r
t
t
a
、

不
捨

智
a
s
m
s
k
r
t
t
a
,
 
a
m
u
k
t
a
j
b
a
b
a

な
ど
、
独
自

の
、
よ
り
原
語
に
忠
実

な
訳
を
与
え
て
い
る
。
た

し
、

こ
の
相
違
は
、
『
歴
代
三
宝

紀
』
の

い
う
如
く
、
『
起
信
論
』
が
真
諦
の
来
朝
早

々
の
訳
業
で
あ
り
、
『
仏
性

論
』
な
ど
後
期
の
訳
業
と
は
筆
受
等
の
訳
場
が
異

っ
て
い
た
た
め
と
見

(
1
4
)

ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
P
本
は
先
人
の
訳
例
を
踏
襲

し
て
い
て
、
そ
の
限
り
で
齪
薦
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
S
本
の

「非
同
非
異
」
は
い
さ
さ
か
問
題
で
あ
る
。
上

の

「不
離
不
断
不
異
」
等
は
如
来
蔵

・
真
如

・
法
身
と
、
仏
法
、
無
漏

性
功
徳
と
の
関
係
を
示
す
語
で
、
体
に
対
し
て
相

が
不
離
、
不
可
分
の

関
係
で
相
応
し
、
具
備
、
具
足
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

一

連
の
語
の
う
ち
で

「
不
異
」
だ
け
は
梵
語
の
裏
付

け
が
な
か
っ
た
が
、

無
漏
の
性
功
徳
を
離
れ
て
、
真
如
と
か
法
身
、
如
来
蔵
と
い
っ
た
何
ら

か
の
実
体
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
は
た
ゴ
性
功
徳
等
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
知
ら
れ
る
も
の

(所
顕
)
で
あ
り
、

そ
の
点
を

「
不
異
」
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と
表
現
す

る
こ
と
は
必
ず
し
も
不
当
と
言
え
な
い
。
し
か
し
、

そ
こ
に

「非
同
」
、
し
た
が

っ
て
、
相

・
用
を
離
れ
て
体
が
別
に
存
在

す
る
と

考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
S
本
は
同
じ

一
節
で
も
う

一
箇
所

「満
足
過
於
恒
沙
非
異
非

一
不
可
思
議
諸
仏
之
法
無
有
断
絶
」(五

八
七
下
)

と
類
似
の
表
現
を
用
い
て
い
る
の
で
、

一
回
限
り
の
単
な
る
誤
訳
と
見

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
し
て
、
イ

ン
ド
の
原
典
に
こ
の
種
の
変
化
が

生
じ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
は
、

S
本
が
P
本
と
は
別

の
原
典
か
ら
の
訳
出
で
あ
る
こ
と
を
否
定
さ
せ
る
、
か
な
り
有
力
な
材

料
と
言
う

こ
と
が
出
来
よ
う
。

四

第
二
の
用
例
は

『
勝
髭
経
』
の

「世
尊
、
若
無
如
来
蔵
者
、
不
得
厭
苦
、
楽
求
浬
葉
」

(大
一
二
、
二
二
二
中
)

に
基
づ
く
句
で
あ
る
。

こ
れ
も

『宝
性
論
』
所
引
の
梵
文
に
よ
る
と

と
あ
る
。

ち
な
み
に

『
宝
性
論
』
漢
訳
は

「世
尊
、
若
無
如
来
蔵
者
、
不
得
厭
苦
、
楽
求
浬
繋
、
亦
無
欲
浬
梨
、
亦
不

願
求
」

 
(大
三
一
、
八
三
一
上
)

と
、
先
の
訳
例
を
踏
襲
し
つ
つ
、
別
の
訳
語
も
加
え
て
、
よ
り
梵
文
に

忠
実
た
ら
ん
と
努
め
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
S
本
の

「
求
浬
架
楽
」
は

「
楽
」
の
字
の
位
置
を
変

え
た
だ
け
と
は
言
え
、

そ
の

「
楽
」
の
意
味
が

「ね
が
う
」
か
ら

「
安

楽
」

へ
と
全
く
変

っ
て
、し
ま

っ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
「
浬
桀
の
楽
」

(
1
5
)

と
い
う
こ
と
は
仏
教
教
理
上
正
し
い
の
で
、
そ
の
限
り
第

一
例
ほ
ど
の

大
ミ
ス
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
原
典
に
こ
の
よ
う
な
変
化

が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
同
類
で
あ
る
。
恐
ら

く
、
上
句
の

「
厭
生
死
苦
」
に
つ
ら
れ
て

「求
浬
藁
楽
」
と
漢
文
と
し

て
の
対
句
の
斉
合
性
を
得

べ
く
訳
文
を
い
じ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な

(
1
6
)

お
、
同

一
の
句
は
S
本
中
に
三
度
用
い
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
も
か
り
そ

め
の
誤
り
と
は
い
え
な
い
。

ち
な
み
に
、
真
諦
訳
の
例
と
し
て
は
、
『仏
性
論
』
(事
能
品
)
中
で

「故
経
中
説
、
世
尊
、
若
無
如
来
蔵
、
於
生
死
苦
無
厭
離
意
、
亦
無
欲
求
願

之
心
」

 
(大
三
一
、
七
九
九
下
)

『
提
大
乗
論
釈
』
巻

一
で

「如
経
言
。
世
尊
、
若
如
来
蔵
非
有
、
於
苦
無
厭
悪
、
於
浬
葉
無
欲
楽
願
。

故
言
、
及
有
得
浬
藥
」

(大
三
一
、
一
五
七
上
)

(
1
7
)

な
ど
と
見
え
る
。

五

第
三
例
は
、
P
本
の

「不
相
捨
離
」
を
S
本
が

「
非

一
非
異
」
と
い

起
信
論
研
究
の
問
題
点

(高

崎
)

-5-



起
信
論
研
究
の
問
題
点

(高

崎
)

う
点
、

一
見
す
る
と
第

一
例
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
が
、
関
係
す
る
両

項
は
第
二

例
と
は
別
で
あ
る
。

こ
こ
は
さ
き
に

『
樗
伽
経
』
に
基
づ
く

と
言

っ
た
が
、
問
題
は
少
し
複
雑
で
あ
る
。
い
ま
、

こ
の
箇
所
を
含
む

一
段

(本
覚
随
染
の
一
、
智
浄
相
)
を
P
本
で
挙
げ
る
と
次
,
 
の
通
り
で
あ

る
。

「復
次
、
本
覚
随
染
、
分
別
生
二
種
相
、
与
彼
本
覚
不
相
捨
離
。
云
何
為

二
。
一
者
智
浄
相
、
二
者
不
思
議
業
相
。

智
浄
相
者
、
謂
、
依
二法
力
重
習
如
実
修
行
満
足
方
便
一故
、
破
和
合
識
相
、

滅
相
続
心
相
、
顕
現
法
身
。
智
淳
浄
故
。

此
義
云
何
。
以

一
切
心
識
之
相
皆
是
無
明
。
無
明
之
相
不
離
覚
性
。
非
可
壊

非
不
可
壊
。

如
大
海
水
因
風
波
動
、
水
相
風
相
不
相
捨
離
。
而
水
非
動
性
。
若
風
止
滅
、

動
相
則
滅
、
湿
性
不
壊

(故
)
。如
是
衆
生
自
性
清
浄
心
、
因
無
明
風
動
。

心
与
無
明
、
倶
無
形
相
、
不
相
捨
離
。
而
心
非
動
性
。
若
無
明
滅
、
相
続
則

滅
。
智
性
不
壊
故
。

(
五
七
六
下
)

こ
の

一
段

の
内
容
は

「
本
覚
随
染
」
す
な
わ
ち
、
染
汚
と
共
な
る
状

態
に
あ
る
本
覚
-

こ
れ
は
如
来
蔵
の
客
塵
煩
悩
所
染
を
意
味
す
る
と

考
え
て
よ
い
-

が
も

つ
浄
化
力
を
智
浄
相
と
不
思
議
業
相
に
分
け
る

の
だ
が
、

こ
の
二

つ
は
真
如
の
自
体
相
窯
習
と
用
薫
習
に
呼
応
す
る
。

つ
ま
り
こ
の
智
浄
相
は
内
黒
、
不
思
議
業
相
は
仏
業
を
さ
す
。
と
こ
ろ

(
1
8
)

で

「
此
義
云
何
」
以
下
は
、
直
接
に
智
浄
相
の
は
た
ら
き
を
示
す
と
い

う
よ
り
は

「
随
染
」
の
状
態
の
説
明
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
形
態

の
申
に
浄
化

の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
が
。

さ
て
そ
の
随
染
の
相
で
あ
る
が
、
比
喩
を
交
え
て
言
う
と
自
性
清
浄

心

(
=
本
覚
、
覚
性
)
の
海
が
無
明
の
風
に
吹
か
れ
て
波
立

つ
と
い
う
状

況
で
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
風
と
水

(波
)
の
間

に
は

「
不
相
捨
離
」

の
関
係
が
あ
る
よ
う
に
、
無
明
と
心

(
=自
性
清
浄
心
)
は
互
に
不
相
捨

離
で
あ
る
。
し
か
し
、
風
が
止
む
と
波
の
動
き
は
静
ま
る
が
、
水
そ
の

も
の
は
変
り
が
な
い
よ
う
に
、
無
明
が
滅
し
て
も
、
相
続
が
滅
す
る
だ

け
で
、
智
性

(
=本
覚
)
は
不
壊
だ
と
い
う
。

こ
の
説
明
で
わ
か
り
に
く

い
の
は
、
主
題
が
無
明
と
本
覚

の
不
離

(
=不
相
捨
離
)
を
言

い
な
が

ら
、
他
方
で
は
無
明
の
滅
と
本
覚
の
不
滅
を
結

論

と
す

る
と

い
う
ズ

レ
、
ま
た
、
比
喩
の
中
で
の
波
に
当
る
も
の
が
あ
ま
り
明
瞭
に
示
さ
れ

て
い
な
い
点
で
あ
る
。

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
S
本
で
見
る
と
、
か
な
り
解
り
や
す
く
な
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
原
文
は

二

切
心
識
相
即
是
無
明
相
、
与
本
覚
非

一
非
異
。
非
是
可
壊
、
非
不
可

壊
。
如
海
水
与
波
非

一
非
異
、
波
因
風
動
、
非
水
性
動
。
若
風
止
時
、
波
動

即
滅
、
非
水
性
滅
。

衆
生
亦
爾
。
自
性
清
浄
心
、
因
無
明
風
動
、
起
識
波
浪
。
如
是
三
事
皆
無
形

相
非

一
非
異
。
然
性
浄
心
是
動
識
本
。
無
明
減
時
、
動
識
随
滅
。
智
性
不

壊
。」

(五
八
五
中
)

で
、
波
に
当
る
動
識
が
別
出
さ
れ
、
ま
た
比
喩
で
は
P
本
の
海
と
風
の

不
相
捨
離

の
関
係
に
代

っ
て
、
水

(
=海
)
と
波

と

の
非

一
非
異

の
関
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係
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
非

一
非
異
は
無
明
を
加
え
た
三
事
の
関
係
と

も
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
は
じ
め
に

一
切
識
相
は
無
明
相
と
あ
る
の
で
、

当
然
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
S
本
と
比
較
し
て
読
む
と
、

P
本
に
も

こ
の
三
事
は
示
し
て
あ

っ
た
こ
と
、

つ
ま
り
、

一
切
心
識
の

相
が
自
性
清
浄
心
、
本
覚
の
上
に
生
じ
た
波

で
、
そ
れ
は

「
相
続
」
と

も
よ
ば
れ
て
い
る
と
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
S
本
は
P
本
に
対
す
る

明
快
な
絵

と
き
の
役
を
果
し
て
い
る
の
だ
が
、
同
時
に
、
比
喩
の
提
示

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
題
が
、
P
本

の
本
覚

と
無
明

と

の
関
係
か

ら
、
心
性

と
心
識
相
の
関
係
に
う

つ
っ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、

そ
れ
も

無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
、
智
浄
相
の
主
題
は
、
修
行

に

よ

っ
て
和
合
識

(
=
ア
ー
ラ
ヤ
識
)
を
破

り
、
相
続
心

(
=
心
生
滅
、
(
S
)
転
識
、
動
識
)
を

滅
し
て
、
法
身

(
=覚
性
)
が
顕
現
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
S
本
と
し
て
は
、
こ
の
心
性
と
心
識
相
と
の
関
係
な
ら
ば

「非

一
非
異
」
が
ふ
さ
わ
し
い
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
。
な
ん

と
な
れ
ば

『
起
信
論
』
は
心
生
滅
を
説
明
す
る
に
際
し
、
「
不
生
不
滅

与
生
滅
和

合
、
非

一
非
異
、
名
為
阿
黎
耶
識
」
(五
七
六
中
)
と
称
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
に
は
さ
ら
に
心
生
滅

の
教
理
の
原
典
と
思
わ

れ
る

『
樗
伽
経
』

の
説
が
か
ら
ん
で
い
る
。
周
知

の
如
く
、
水
波
の
喩

(
1
9
)

は

『
樗
伽
経
』
の
次
の

一
段
に
由
来
す
る
。

起
信
論
研
究
の
問
題
点

(高

崎
)

こ
の
南
条
本
の
読
み
は
二
、
三
問
題
の
箇
所
が
あ
る
が
、
漢
訳
等
に
照

ら
し
て
、
 
一
応
、
a
n
y
o
n
y
a
v
u
b
u
r
m
k
t
a
h
 
a
n
m
k
t
a
h

-
s
u
v
i
n
h
a
r
i
p
a
-
s
u
d
h
a
 
r
u
p
a
-
と
訂
正
し
た
上

で
、
次
の
よ
う
に
訳
せ
よ
う
。

大
慧
よ
、
海
の
、
風
に
吹
か
れ
た

〔波
〕
の
如
く
、
境
界
の
風
に
よ
っ
て
心

の
海
の
波

〔な
る
五
識
身
〕
が
、
-
そ
れ
は
因
の
作
用
と
切
離
せ
な
い
特
質

を
も
ち
、
互
に
離
れ
な
い
-
業

〔相
〕
と
生
相
と
深
く
結
合
し
て
、
〔そ
の

た
め
〕
色
に
自
己
固
有
の
体

〔の
な
い
こ
と
〕
を
覚
ら
ず
し
て
、
大
慧
よ
、

五
識
身
が
生
起
す
る
。

こ
れ
に
対
応
す
る
漢
訳
類
で
は
、
先
ず
求
那
蹟

陀
羅
訳

(宋
訳
、
四
巻

樗
伽
)
は

「大
慧
、
猶
如
猛
風
吹
大
海
水
、
外
境
界
風
瓢
蕩
心
海
、
識
浪
不
断
。
因
所

作
相
異
不
異
合
、
業
生
相
深
入
計
著
、
不
能
了
知
色
等
自
性
、
故
五
識
身

転
。」
、

(
大
一
六
、
四
八
四
上
)

こ
の
訳
自
体
は
、
不
断
a
n
y
o
n
y
a
k
t
a
h
「
識
浪
」
に
か
け
、
次

の
a
n
y
o
n
y
a
v
u
b
u
r
m
k
t
a
h

は

「因
所
作
相
」
と
結

び
つ
け
て
、
し
か
も

a
n
y
o
n
y
a
v
u
b
u
r
m
k
t
a
h

(
=
a
n
y
o
n
y
a
)

と
読
ん
だ
模
様

で
あ
る
。
「不

能
了
知
」
以
下
は
梵
文
訂
正
の
根
拠
と
し
た
も
の

(他
の
訳
す
べ
て
に
共

通
す
る
の
で
)
で
あ
る
。
宋
訳
の
原
本
に
現
梵
本
と
別

の
系
統
を
予
想

す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

次
に
菩
提
流
支
訳

(魏
訳
、
十
巻
樗
伽
)
は
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起
信
論
研
究
の
問
題
点

(高
魍
崎
)

「大
慧
、
猶
如
猛
風
吹
境
心
海
、
而
識
波
生
。
不
断
因
事
相
故
、
迭
共
不
相

離
故
、
業
体
相
使
縛
故
、
不
覚
色
体
故
、
而
五
識
身
転
故
。」

(大
一
六
、
五
二
三
上
)

こ
こ
で
は
、
比
喩
の

「境
」
の
扱
い
が
お
か
し
い
他
は

一
応
、

梵
文
と

(
2
1
)

対
応
す
る
。
重
要
な
の
は

こ
こ
に

「迭
共
不
相
離
」
と
い
う
訳
の
見
え

る
こ
と
で
、
こ
れ
は

『
起
信
論
』
P
本
の

「
不
相
捨
離
」
と
む
す
び

つ

く
。
た
ジ
、
そ
の
迭
共
が

一
た
い
、
何
と
何
と
が
互
に
な
の
か
、

い
ま

一
つ
解
り
に
く
い
。
心
識
相
互
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
経

の
他
の

箇
所
か
ら
、

こ
れ
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
五
識
身

(な
い
し
七
転
識
)
の
関
係

と
知
れ
る

の
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
経
で
は
風
に
喩
え
ら
れ
る
の
は
外

境
で
無
明
で
は
な
い
が
、
唯
識
説
で
い
え
ば
外
境
は
非
有
で
、
た
だ
識

の
所
見
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
『
起
信
論
』
に
お
け
る
覚

の
欠
如
態

と

し

て
妄
、
非
実
在
な
る
無
明
と
同
じ
位
置
に
は
あ
る
。

 
さ
て
問
題
は
実
叉
難
陀
訳

(
唐
訳
、
七
巻
樗
伽
)
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

「大
慧
、
猶
如
猛
風
吹
大
海
水
。
心
海
亦
爾
。
境
界
風
吹
、
起
諸
識
浪
。
相

続
不
絶
。
 大
慧
。
因
所
作
相
非

一
非
異
、
業
与
生
相
相
繋
深
縛
。
不
能
了
知

色
等
自
性
、
五
識
身
転
。」

(大
一
六
、
五
九
四
上
)

唐
訳
は
以
前
の
二
訳
を
参
照
し

つ
つ
訳
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、

ど
ち

ら
か
と
言
う
と
、
宋
訳
を
依
用
し
て
い
る
形
跡
が

つ
よ
い
。
「
相
続
不

絶
」
は
全
く

「識
浪
不
断
」
に
準
ず
る
。
次
の

「
非

一
非
異
」
は
宋
訳

の

「
異
不
異
合
」
に
対
す
る

一
つ
の
解
釈
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
い

ま
重
要
な

の
は
、

こ
こ
に

「
迭
共
不
相
離
」
に
代

っ
て
、
「非

一
非
異
」

が
あ
る
こ
と
、

つ
ま
り
、

P
本
と
S
本
と
の
間

と
全
く
パ
ラ
レ
ル
な
関

係
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
唐
訳
の
訳
者
は
正
に
同
じ
実
叉

離
陀
で
あ
る
。
唐
訳
を
見
て
い
る
と
、

一
た
い
唐
訳
は
忠
実
に
梵
本
を

訳
そ
う
と
努
め
た
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
が
わ
く
の
で
あ
る
が
、

も
し
そ

れ
が
実
叉
難
陀
訳
の
特
色
だ
と
す
る
と
、
『
起
信
論
』
の
場
合
も
同

じ

訳
者
が
同
じ
よ
う
な

こ
と
、

つ
ま
り
、
梵
本
は
あ
る
が
そ
れ
よ
り
も
他

の
漢
訳
な
ど
を
使

っ
て
適
当
に
訳
す
と
い
う
こ
と
が
あ
り
え
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
唐
訳
の
原
典
と
な

っ
た

『
樗
伽
経
』
の
梵
本
に

は
正
し
く

「
非

一
非
異
」
と
訳
す
べ
き
語
が
あ
り
、
『
樗
伽
経
』

に
準

じ
て

『
起
信
論
』
も
同
じ
よ
う
に
訂
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
ま
た
逆
に

『
起
信
論
』
の
原
典
に
そ
う
あ
っ
て
、
そ
れ
に
引
ず
ら
れ

て

『
樗
伽
経
』
も

「非

一
非
異
」
と
訳
し
た
か
。
最
後
の
よ
う
な
状
況

は
恐
ら
く
実
際
に
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、

S
本
と
唐
訳
、
七
巻
樗

伽
と
の
間
の
翻
訳
方
法
の
類
似
性
は
否
定
出
来
な
い
。
し
た
が

っ
て
、

こ
れ
ま
で
見
て
来
た
よ
う
な
S
本

の
お
か
し
な
訳
も
、
原
典
の
存
在
を

否
定
す
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
。

 

か
く
て
、
以
下
は
全
く
の
仮
定
的
推
測
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

筆
者
と
し
て
は
、
S
本
の
水
波
の
喩
に
お
け
る

「非

一
非
異
」

の
訳
語

は
、
実
叉
難
陀
訳
の

『
樗
伽
経
』
を
手
本
と
し
た
も
の
で
、
水
波

の
喩

で
見
る
限
り
、

つ
ま
り
、

ア
ー
ラ
ヤ
識
と
転
識
、
あ
る
い
は
自
性
清
浄

心

と
生
滅
心
の
関
係
で
見
る
限
り
は
、
そ
の
訳
は
極
め
て
適
切
で
あ

っ

た
。

し
か
し
S
本
が
、
同
じ
句
を
真
如
の
体
と
相
の
間
に
ま
で
拡
大
適
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用

し

た

の

は
全

く

失

策

で
あ

っ
た

と
考

え

た

い
。

そ

し

て
、

水
波

の
喩

の

一
段

の

S
本

に

お
け

る
改

訂

の
動

機

と

し

て

は
、

P
本

の
難

解

な

点

を

除

く

と

い
う

ほ

か

に
、

心

識

説

を

よ

り

す

っ
き

り

し

た

も

の
に

し

た

い
要

求

が

あ

り
、

こ
れ

は
恐

ら

く
法

相

宗

側

か

ら

の
種

々

の
批

判

に

応

え

る
た

め

の
必

要

に
由

来

す

る

も

の
だ

っ
た

の
で

は

あ

る

ま

い
か
。

わ

つ
か

の
材

料

か

ら

の
断

言

は

は

ば

か

る

べ
き

で
あ

る

が
、

実

叉

難

陀

訳

出

現

の
動
機

は
や

は

り

そ

の

辺

り

に

あ

っ
た

よ

う

に

思

わ

れ

る
。

1
 

柏
木
弘
雄

『
大
乗
起
信
論

の
研
究
』
春
秋
社
、

昭
和
五
六
年
、

序
論

お

よ
び
結
論
、

参

照
。

2
 

竹
村
牧
男

『
大
乗
起
信
論

読
釈
』
山
喜
房
仏
書
林
、

昭
和
六
〇
年
。

3
 
高
崎
直
道

『
如
来
蔵
思
想

の
形
成
』
春
秋
社
、

昭
和
四
九
年
、

七

四
八

-
九
頁

な
ど
。

4
 
高
崎
直
道

「
真
諦
三
蔵

の
訳
経
」
森

三
樹

三
郎
博
士
頽
寿
記
念

『
東
洋

学
論
集
』
、
朋
友
書
店
、

昭
和

五
四
、

一
一
一
四
-

五
頁
。

5
 
高
崎
、

前
掲
書
、

七
七
四
頁
。

こ
の
点

に

つ
い

て
柏

木

弘

雄
、

前

掲

書
、

二
八

一
頁
註

一
四

に
関
説

が
あ
る
。

本
論
文

は
そ
れ
に
応

え
る
意

図

を
も

つ
。

6
 

柏
木
、

前
掲
書
、

二
六
五
-

三
六
六
頁

(第

三
)
。

7
 
以
下
、
引
用

の
頁
数

に

つ
い
て
は

『
大
正
大
蔵
経
』

三
二
巻

の
そ
れ
を

掲
げ
る
。
他

の
漢
訳
経
論

も
同
様
。

い
ず
れ
も
引
用
文

の
あ
と
に
附

記
。

8
 
以
上
は
立
義
分

と
、
解
釈
分

中

の
心
真
如
門

と
心
生
滅
因
縁

な

い
し
染

浄
相
資
、

三
大
義
釈

に
わ
た

っ
て
、
基
本
線

と
考
え
ら
れ
る
点
を
要

約
し

た
も

の
で
あ
る
が
、

以
下
で
論

じ
ら
れ
る
問
題

の
論

本
申
に
お
け
る
位
置

の
指
示

の
役
を
果
た
す
た
め
に
過
ぎ
な

い
。

一
々
の
典
拠
は
省
略
す
る
。

J
o
h
n
s
t
o
n
,
 
p
a
t
n
,
 
1
9
5

0
.
 
以
下
R
G
V
.
 と
略
記

の
上
、
頁
数

を

引

用

の

末
尾

に
附
記
す
る
。

10
 
こ
の

一
連

の
形
容
旬
、

そ
れ
と
法
身

と
の
関
係

に
関
す
る
資

料

は
、
高

崎
直
道

「
A
M
U
J
N
S
A

の
語
義

に

つ
い

て
」
『
印
仏
研
』
六
-

一
、

昭
三
三
、

一
八
六
-

一
九
〇
頁
参

照
。

11
 

な
お
漢
訳

『
宝
性
論
』

に
は

「
不
離
不
脱

不
思
議
」

と
あ
り
、

「
不
断
」

の
語

は
な
い
、
(
大

三

一
、
八
二

一
中
)
。

12
 

こ
の
ほ
か

『
勝
髭
経
』

に
空
不
空
如
来

蔵
義

の
中
で

「
不
離
不

脱
不
異

不
思
議
」

と
あ
る
が

(
大

一
二
、

二

二

一
下
)
対

応
す
る

『
宝
性
論
』

所

引

の
梵

本
は
a
v
i
n
s
d
g
f
s
r
r
y
g
 
a
h
f
t
i
k
g
j
,
 
s
k
j
f

で

「
不
異

」
に

当

る
も

の
は
な
い
、

(
R
G
V
.
 
p
.
 
7
6
)

13
 

そ

の
他
、

『
無

上
依

経
』

「
不
相
離
、

不
捨
智
、

不
可
思
量
」

(
大

一
六
、

四
六
九

中
)
「
相
摂
、

不
相
離
、

不
捨
智
、

非
有
解
」
(
大

一
六
、

四
七
〇

上
、

こ
れ
は

『
勝

髭
経
』

の
如
来
蔵
染
浄
依
持
義
相
当
。
)
な
ど
。

『
仏
性

論
』

に

「
真
如
与

二
清
浄
因
、

不
相
離

・
過
恒
沙
数

等

・
不

捨

智

・
不

可

思
議

諸
仏
功
徳

画
恒
相
応
故
」
(
大

三

一
、
八

一
二
上
)

な

ど
、

訳

語

は

ほ
ぼ

一
定

し
て

い
る
。

14
 
初
期
に
真
諦
に
従

っ
て
い
た
人

た
ち

が
、
『
勝
髭
』
『
不

増

不

減
』
『
宝

性

』
等
北
地
系

の
典
籍

に
通

じ
て

い
た
と

い
う
証
拠

が
あ
れ
ば

の
話

で
あ

る
。

逆
に

こ
れ

は
P
本
真
諦
訳
出

を
疑

う
材
料

と
も
な
り
う

る
。

15
 

代
表
的
な
も

の
と
し
て
、
「
無

常

偶
」

の

「
寂

滅

為

楽
」

(
v
u
p
s
s
a
l
s
d
k

o

s
l
d
k
f
l
s
d
f
)
。

16
 
上
掲
の
他
、
「以
薫
習
因
縁
力
故
、
令
妄
念
心
厭
生
死
苦
求
浬
梨
楽
。
」

(
五
八
六
下
)
。「
又
復
、
錐
有
善
知
識
縁
、
償
内
無
真
如
薫
習
因
力
、
必

起
信
論
研
究
の
問
題
点

(高

崎
)
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起
信
論
研
究
の
問
題
点

(高

崎
)

亦
不
能
厭
生
死
苦
求
浬
繋
楽
」
(
五
八
七
上
)
。

17
 
な
お
、

こ
れ
ら

の
用
例
は

い
ず
れ
も

『
宝
性

論
』

に
対
応
箇
所
が
見
出

せ
る
が
、

『
宝
性
論
』

は
こ
の
経
言

を

素
材

に
、
如
来
蔵

の
業
義

(
閃
胃
・

m
a
m
)を
説

く

(
d
u
h
a
m
a
p
r
a
-
c
a
h
p
r
a
d
k
f
j
l
d
s
-

r
m
a
k
a
s
h
/
R
G
V
.
 
I
.
 
3
5
c
d

『
仏
性
論
』

の

「
事
能
品
」
相
当
)
、
こ

の
業

義

が

『
起
信
論
』

の
真
如
重
習

(
染
法

へ
の

は
た

ら

き

か
け

と
、
自
体

薫
)

の
観
念

の
拠

る
と

こ
ろ
で
あ
り
、

さ
ら

に
は
三
大
義
中

の
用
大
と
も

関
連
す
る

と
考
え

ら
れ
る
。

18
 

P
本

の
本
文
批
評

に
な

る
が
、

「
此
義
云
何
」

の
内

容

は

「
以

一
切

心

識
」
云

々
に
は
じ
ま

っ
て
、
智
性
不
壊
故

ま

で

で
、
「
以
 
…
故

」

で
く

く

ら
れ
て
い
る
も

の
と
考

え

ら

れ

る
。

従

っ
て
、
中
間

の

「
湿

性

不

壊

故
」
(
大
正
蔵
)

の

「
故
」

は
祈
字

で
不
要

で
あ

る
。
柏

木

本

も

『
曇
延

疏
』
や
二
、

三

の
写
本

に
従

い
、

こ
れ
を

は
ず

し

て

い
る
。
(
柏
木
、

前

掲
書
、

二
九

二
頁
、

△
六
二
九

三
頁
、

註
(
1
1
)
)

1
9
2
6
.
 

20
 
宋
訳
か

ら
の
チ
ベ

ッ
ト
訳

に
よ

る
と
上
掲

の
よ

う

な

切

方

を

し

て

い

る
。
(
北
京
版
、
N
o
.
 
7
7
6
)
N
u
 
2
1
8
a
7

-
2
1
6
a
1
影

印

本
、
v
o
l
.
 
2
9
,
 

8
9
-

4
-
7
-
2
-
1
「
因
所
作
相
異
不
異
合
」

は
r
g
y
u
 
d
a
n
 
m
t
s
h
a
n

21
 

む

し

ろ
、

こ
れ

に
合

せ

て
梵

本

を

訂

正

し

た
。

た

だ

し
、

チ
ベ

ッ
ト
訳

で
見

る

と
問

題

が

の

こ
る
。

次

の
唐

訳

参

照
。

22

 

チ

ベ

ッ
ト
訳

の
う

ち
、

イ

ン
ド

の

テ

キ

ス
ト

か

ら

の
訳

と

み

な

さ

れ

る

一
本

(
北

京

版
、

2
。
-
刈
謡
)

に

は
、
g
c
i
g
 
t
h
a
 
d
a
d
 
p
a
 
l
a
s
 
r
n
a

m

p
a
r
 
g
r
p
l
 

と

あ

り

(
N
u
,
 
7
9
a
2
-
3
,
 

影

印

本
、
p
.
 
3
3
-
5
-
5
-
2
)
こ

れ

は

a
n
a
n
y
a
-
a
n
y
a
-
v
i
n
i
n
m
u
k
t
a

(
1

〔
不
異
〕

と
異

を

離

れ
)

と
還
元
出

来

る
。

つ
ま
り
、
非

一
非
異

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、
唐
訳

の
原

本

に

き
団
s
d
l
f
k
d
s
f

碧
鋤

団

ぎ
蹄

騨
け鋤
と

い
う
原
文

を
想
定

す
る

こ
と
が
出
来

る
。

あ

る
い
は

こ
ち
ら
を
梵
本

の
正
文

と
し
て
採
用
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

23
 

前
註
参
照
。

(
東
京
大
学
教
授
・

文
博
)
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